
 

 

平 成 ２６年 ３月 ３１日  

もっと現場を知る！職員短期派遣研修報告書 

所属名 人事課 氏名 中村和磨 

派 遣 先  

団 体 名  
松江市忌部公民館 

 

①  研修の日時 

平 成 ２５年 ６月  ７日 （金 ）１９：００～２１：００  

平 成 ２５年 ７月 ２６日 （金 ）１３：００～１９：００   

平 成 ２５年 ７月 ２７日 （土 ）１３：００～２３：００  

平 成 ２５年 ７月 ２８日 （日 ）６：００～１２：００  

平 成 ２５年 ８月  ２日 （金 ）１４：００～２２：００  

②  研修の内容 

１  忌 部 高 原 ま つり  

 ７月 ２６日 に 開 催 された忌 部 高 原 ま つりの 運 営 に 関 するお手 伝 い。 

○６月７日（金） 忌部高原まつり実行委員会 

忌部地区で２５回開催されている「忌部高原まつり」実施に係る打ち合わせ会議に参加。 

６月７日に第１回委員会開催→忌部地区内の各区長さんをはじめとして忌部高原まつり

を運営される約８０名の方が参加。前日の準備や当日の役割分担を決められた。やはり２５

年も続くまつりなので、会議も非常にスムーズであり、皆さん慣れている感じを受ける。研修

者は本部付きでのお手伝いをお願いされた。 

○７月２６日（金）事前準備 

会場の設営等を行う。委員会で事前に決められた役割分担に従い参加者が準備を行う

。やはり皆さん慣れている感じ。研修者は主にはテント準備をはじめとする主会場のセッティ

ングを手伝った。 

○７月２７日（土）忌部高原まつり当日 

前日の準備もあって、まつり当日は昼からの参加。公民館から動員者全員が忌部高原

に向かう。途中駐車場用の野外照明を設置しながら会場に到着。昨日準備していたテント

が既に建てられていた。（前日は風で飛ばないように倒していた） 

開演は１５時だが１４時には会場準備は万全な状態。正直お手伝いすることを見つける

のに一苦労。しかし、公民館の方が優しく声を掛けてくれ本部で各種備品の配布や景品

のセッティングなどを行うこととなった。やはり声かけは大切と感じる。 

当初まばらに見えた会場は１５時開演の時に既に多くの人で賑わう。研修者も出店への

備品補充やステージでの景品セッティングまたビンゴゲーム、抽選会等のサポートなどを行

う。（このとき人事課の伊藤嘱託が家族で遊びに来てくれた。ほっとした瞬間。） 

７時から米子市出身の奈都子さん、そして松江市出身の六子さんのライブでまつりは終

了した。まつり終了後。全員で片付け。軽くゴミを片付けて終了かと思いきや、翌日の片付

けが楽になるからという理由でテントを全て分解し、ステージトラックも全て撤去までを行う。

撤去担当ではない地区住民の皆さんも手伝われ僅か２時間で実施。地区の皆さんの結束

力の強さに感嘆。 



 

 

○７月２８日（日）忌部高原まつり後片付け 

早朝６時から残ったものの片付けを行う。とはいうもののほぼ何も残っていない。細かい備

品の撤収や近辺のゴミ拾いを行った。 

 

２ 忌部高原で星を見る会 

 忌部地区の中学生を対象にした天体観測。 

 ○８月２日（金）夜空を見る会 

天体観測は民間サークル団体が協力の下実施。しかし天候は曇り、、、星一つ見えない 

天体観測に先立って中学生の総会（秋の文化祭や運動会での活動をどうするかの話し

合い）が行われた。その後中学生保護者の皆さんが作ったカレーライスを研修生もご相伴。

器は地区の方が作成された竹製の器を使用。周辺の自然環境ともマッチし中々の風情を

感じた。 

そして天体観測。残念ながら曇りなので中でプラネタリウムを見ることとなる。やはり忌部高

原まできて屋内でプラネタリウムは少し味気ない感じを受ける。 

会も終わりかけの頃、雲の切れ間が出始め星が見え始めたため急遽屋外での天体観測

に切り替わった。しかし中学生ではなく大人達が大変盛り上がる会となった。（研修者も初め

て望遠鏡で「土星のリング」を見たときは大変感動しました）   

③  研 修 の 感 想  

（研 修 の 全 般 的 な感 想 、各 団 体 での 活 動 の 意 義 や協 働 に 対 する感 想 （研 修 前 後

に おける意 識 の 変 化 ）等 に ついて記 入 してくだ さい。）  

１ 忌部地区は古くから存在する地区と新興住宅地区が混在地区であることの課題があると感じ

た。例えば地区の行事を実施にあたり、古くからの地区の方は過去からの経緯が分かっている

ため、協力を得やすいが、新興住宅地の方の協力を頂くためには様々な工夫をしておられる

様子が時々伺えた。 

２ 忌部地区でも、近年高齢者独居世帯の増加や空き家の増加などが問題となっているとのこと

であった。公民館では極力高齢者の方に外に出ていただくように、公民館でのお茶会等様々

な工夫をしておられるとのことであった。特に今回参加させていただいた「忌部高原まつり」では

、高齢者の方に「どげしちょったかね？」「最近お前さんがまつりに来らんけんさびしいがね～」

など様々な声がけをされていることが目についた。これらの活動は、あまり表には出てこない活

動だが、高齢者の方々を支える大変重要な「声かけ」であると感じた。 

３ 地区全体は、行事に非常に協力的であり、これには地区住民の方々が持たれている意識の

高さは言うまでもない。そして、その意識の高さを支えているのは、公民館の皆さんが裏方とし

て様々な努力をしておられる成果であると感じた。 

４ 研修全体からすると、研修者のスケジュールが合わず少し中途半端な参加となったため少し

残念であった。それでも、不慣れであまり役に立たない研修生を暖かく指導していただいた、山

田館長さんをはじめとする公民館の皆さんに感謝申し上げます。 

④ その他特記事項  

（※今後の研修実施に当たっての改善点、留意しておくべきことなどがあれば記入してください。） 

 

 

 


